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２０２５年５月１３日 

各  位 

                     会 社 名 株式会社メディパルホールディングス 

                     代表者名 代 表 取 締 役 社 長  渡 辺 秀 一 

                          （コード番号 ７４５９ 東証プライム市場）  

                     問合せ先 常務取締役管理本部長 左 近 祐 史 

                          （ＴＥＬ．（０３）３５１７－５１７１） 

  

  

資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応について 
  

当社は、本日開催の取締役会において、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応

について現状分析を行い、改善に向けた方針を決議いたしましたので、お知らせいたします。 

詳細につきましては、添付資料「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応につい

て」をご参照ください。 

 

記 

 

１．２０２７メディパル中期ビジョンにおける指標 

当社は、２０２７年３月期を最終年度とする「２０２７メディパル中期ビジョン Change the 

卸 Forever ～たゆまぬ変革を～」（以下、「２０２７メディパル中期ビジョン」）を公表していま

す。２０２７メディパル中期ビジョンではＲＯＥ９％を目標に掲げており、資本コストや株価を

意識し、ＰＢＲの向上を図るためにはＲＯＥの改善が不可欠と認識しております。 

 

２．現状分析 

当社のＰＢＲは、直近の５年間において１．０倍を下回る状態が継続しています。 

２０２５年３月期においてＲＯＥは６．６％です。一方、資本コスト（*）は４％後半から５％

半ばと認識しているものの、株式益利回りは７％前半から８％前半の水準です。 

 従って、ＲＯＥは、資本コストと株式益利回りの間にある状態です。 

 *当社は、ＷＡＣＣ（加重平均資本コスト）を資本コストとして認識しております。 

 

３．ＰＢＲの向上に向けた実行中の施策の概要 

 上記の現状分析を踏まえ、ＰＢＲの向上に向けて、ＲＯＥの改善を重視しつつ、ＰＥＲの改善

も併せて推進するため、以下の施策を引き続き、実行してまいります。 

（１）収益率・成長力の強化 

２０２７メディパル中期ビジョンに掲げる成長戦略の遂行 

（２）経営資源の適切な配分 

積極的な成長投資・設備投資と着実な株主還元の実行 

 



２ 

 

（３）人的資本を中心とした非財務資本の充実 

成長戦略と連動した人材戦略の推進 

（４）ＩＲ・ＳＲ活動のさらなる充実 

当社戦略の実行状況の定期的開示ならびにブランドサイトでの個人投資家への情報 

発信の強化 

 

以 上 

 



【将来の見通しに関する注意事項】

本資料には、メディパルグループの事業および展望などの将来の見通しに関する記述が含まれておりますが、

いずれも、既存の情報や様々な動向についての現時点におけるメディパルグループによる分析を反映しています。

実際の業績は、事業に及ぼすリスクや不確定な事柄により、現在の見通しと異なる可能性があります。

添付資料
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2027メディパル中期ビジョンにおける指標
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2022年10月に2023年3月期～2027年3月期を対象とする

「2027メディパル中期ビジョン」を公表

資本コストや株価を意識した

経営に当たり、

PBRの向上を図るため

ROEの改善を重視する

全体成長イメージ

グループの
持続的成長

（社会価値・顧客価値の創造）

人財戦略 財務戦略

戦略を展開するための手法

事業ポートフォリオのシフト パートナーとの協働

成長戦略
海外への

進出
予防・未病、

アグロ・フーズ領域の
事業拡大

デジタルを
活用した

ビジネス基盤の強化

持続可能な
流通の構築

地域医療に
おける

価値共創
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現状分析
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◼ PBRは1.0倍を下回る状態が継続

◼ ROE（2025年3月期）は6.6%

◼ WACCによる資本コスト（*1）は、
4％後半～5%半ば

◼ 株式益利回りは、7％前半～8%前半

◼ ROEは、WACCによる資本コストと
株式益利回りの間にある状態
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PBR ROE

*1） WACC (%) ＝ 株主資本コスト※× 株主資本÷（有利子負債＋株主資本）

＋負債コスト× (1－実効税率）× 有利子負債÷（有利子負債＋株主資本）

※ CAPM（資本資産評価モデル）理論に基づく手法で算出

PBR = ROE (収益率) × PER (成長期待)

⇒ 収益率の改善と成長期待の改善によって、

PBRの向上を図る

PBR ROE



PBRの向上に向けた実行中の施策の概要
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現状分析を踏まえ、 PBRの向上を図るため、

ROEの改善を重視しつつ、PERの改善も併せて推進

施策の概要

P
B
R
の
向
上

ROEの改善

PERの改善

目標 9%

2027メディパル

中期ビジョン

収益性・成長力の強化

◼ 2027メディパル中期ビジョンに掲げる成長戦略の遂行 (5ページ)
1

経営資源の適切な配分

◼ 積極的な成長投資・設備投資と着実な株主還元の実行 (6ページ)
2

人的資本を中心とした非財務資本の充実

◼ 成長戦略と連動した人材戦略の推進 (7ページ)
3

IR・SR活動のさらなる充実

◼ 当社戦略の実行状況の定期的開示ならびにブランドサイトでの個人投資家へ
の情報発信の強化 (8ページ)

4



収益性・成長力の強化
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2027メディパル中期ビジョンに掲げる成長戦略の遂行

● ・・・ 医療用医薬品等卸売事業

◆ ・・・ 化粧品・日用品、一般用医薬品卸売事業

■ ・・・ 動物用医薬品・食品加工原材料卸売等関連事業

成長戦略 概要 主な取り組み

海外への進出 パートナーとの協働による新たなグローバルビジネスの展開
● ＪＣＲファーマ㈱との協働 ⇒ 希少疾病用医薬品の研究開発

◆ ㈱PALTACにおける海外現地法人の設立（ベトナム、インドネシア） など

予防・未病、

アグロ・フーズ領域の

事業拡大

予防・未病 検査機器、口腔ケアビジネスへの展開
● ㈱プリメディカの連結子会社化

■ MP五協フード&ケミカル㈱の連結子会社化
⇒ 同社とメディパルフーズ㈱の統合 などアグロ・フーズ

• 動物薬および食品加工原材料等の製造販売

• 自社企画品等の導入・開発

デジタルを活用した

ビジネス基盤の強化

• パートナーとの協働による
デジタルプラットフォームの普及と拡大

• 最先端デジタル機器への参入

● CVCファンドによる出資を通じた医療DXの推進、クラウドの活用

● ㈱プレサスキューブの連結子会社化 ⇒ 保険薬局のDX経営を支援

◆ 物流EDIを活用したASN（事前出荷情報）の導入 ⇒ 商品入荷業務の効率化

◆ AI需要予測による自動発注サービスの提供開始 など

持続可能な流通の構築 検査、試薬、医薬の物流融合による新たな価値創造

● ◆ 阪神ALC、栃木物流センターの稼働

● ㈱メディスケット（連結子会社）の設立 ⇒ シェアリングロジスティクスの推進

● 東七㈱の連結子会社化 ⇒ 九州の流通インフラを強化

◆ 非食品・食品の一括物流の開始 など

地域医療における

価値共創
医療関係者をつなぐコーディネート活動による価値共創 ● 希少疾患や女性特有の疾患など、専門領域に特化した情報提供活動の推進 など



経営資源の適切な配分
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積極的な成長投資・設備投資と着実な株主還元の実行

営業キャッシュ・フロー

◼ 2027メディパル中期ビジョンにおける方針と3年間の実績

2027メディパル中期ビジョン5か年計画 2023年3月期-2025年3月期の3年累計実績

約700億円

資金源泉

◼ ＭＰ五協フード＆ケミカル子会社化

◼ 超希少疾病用医薬品の開発

◼ CVCファンド*を通じた出資
* MEDIPAL Innovation 投資事業有限責任組合

◼ 政策投資株式の保有状況

2027年3月末を目途に、保有残高を純資産の10％以下、かつ、

500億円以下まで削減する方針

* 中期ビジョンに掲げた成長投資に伴い発生するのれん償却費・無形資産償却費控除前利益に対する率

82
74

70 67

16.3%
14.1% 13.7% 12.6%

0%

17%

60

100

2022年3月 2023年3月 2024年3月 2025年3月

保有銘柄数 純資産に対する比率

成長投資

1,000億円

約520億円
◼ 物流センター建設・改修

◼ システム構築・改修

約500億円 ◼ 株主総還元性向 40.2%

設備投資

1,000億円

株主総還元性向*

40％資産売却

政策投資株式保有状況の推移

（2025年3月末の政策投資株式の残高：約９５０億円）



人的資本を中心とした非財務資本の充実
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成長戦略と連動した人材戦略の推進
人材戦略

育成

◼ 未来志向型人材育成体系の構築・運用

◼ タレントマネジメントの
仕組み構築・運用

◼ 次世代リーダー研修の企画・実施

評価 ・報酬

◼ 未来志向型人材育成のための
グループ共通人事評価制度の導入

採用

◼ 未来志向型人材採用の仕組みの検討

◼ 高度専門人材の採用

配置

◼ 戦略的な最適人材配置

◼ キーポジションにおける
ジョブディスクリプションの策定・
運用の検討

人材プラットフォーム

人材データベースの導入・活用（人材情報の一元化・可視化・分析）

組織文化 ・風土の醸成

◼ 働きやすい職場環境作り

◼ 健康管理（健康経営優良法人の認定取得）◼ エンゲージメント向上（職場風土調査の実施）

◼ ダイバーシティ＆インクルージョン推進 ◼ 人権保護の取組み（人権方針の制定）

ありたい人材像 創造性豊かな企業文化の醸成／多様な人材活躍未来志向型人材 ありたい組織像

ありたい人材ポートフォリオ

実現のための施策 （2024年度の状況）



IR・SR活動のさらなる充実

Copyright © 2025 MEDIPAL HOLDINGS CORPORATION, All rights reserved.
8

当社戦略の実行状況の定期的開示ならびにブランドサイトでの個人投資家への情報発信の強化

活動状況 2024年度における主な取り組み

ディスクロージャーポリシーの作成・公表 「情報開示の基本方針」に基づくプレスリリース数：45件

個人投資家向けに説明会を開催 札幌（10月） 参加者：約50人

アナリスト・機関投資家向けに定期的に説明会を開催
◼ 決算説明会（Web）開催（５月、11月）

◼ アナリスト・機関投資家との面談 86回

海外投資家向けに説明会を開催
◼ 証券会社主催カンファレンス参加（2月） 面談数：機関投資家５社

◼ 証券会社主催スモールミーティング参加（３月）参加者：機関投資家10社

IR資料のホームページ掲載

◼ 決算関係資料の和英同時開示への対応

◼ 決算関係資料、サステナビリティ情報、統合報告書の充実

◼ ブランドサイトの開設による事業活動に関する情報の強化

IRに関する部署（担当者）の設置 広報部によるIR機能および人材の継続的強化

その他 アナリスト・機関投資家に対するアンケート調査・ヒアリングを実施（３月）

◼ 取締役会に対しては、随時IR担当役員から特記事項を報告

◼ 社長、役員には、IR担当部門から随時報告

◼ 関連業務部門へは、社内定例会議にてIR担当部門から報告

経営への
フィードバック

◼ Scope３の目標設定の要望に
対応するため検討を開始

経営への反映
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